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釜石労働基準監督署からのお知らせ 

１，新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の徹底をお願いします！！ 
 新型コロナウイルス感染症（オミクロン株）による感

染が急拡大しており、岩手県内で感染が確認された方は、

県内で感染が確認された以降、昨日 24 日までに

16,658人で、そのうち死者は76人となりました。 

 当署管内で感染が確認された方は 391 人となり、職

場内感染は、これまでに4事例、12人となっています。 

 各事業場の皆様には、引き続き、『職場における新型

コロナウイルス感染症対策実施のため～取組の５つの

ポイント～を確認しましょう！』『職場における新型コ

ロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト』などを活用し、職場内における

感染防止対策の着実な実施をお願い申し上げます。 

２，3月に入り、死亡労働災害が2件発生しました！ 
 当署管内の事業場において、3月に死亡災害が2件発生しました。 

 いずれもマスコミ報道されておりますが、①3 月 17 日に教育研究業において、調査の

ため乗っていた漁船が転覆して海に投げ出され、低温環境下に暴露したことにより、②3月

19 日にはプラスチック製品製造業において、FRP 繊維を巻取る機械を使用して FRP 製

タンク（直径1．5ｍ、長さ6.．5ｍ、重量推定約1．5トン。）を製造していたところ、

タンクを機械に固定していた鉄パイプ製回転シャフトが破断してタンクが落下し、タンク

の下に立ち入っていた労働者に激突したことにより亡くなられています。 

 当署管内においては、令和2年 3月 16日に発生した死亡交通災害を最後に、736 日

間死亡災害ゼロを継続してきましたが、残念なことに途切れることとなってしまいました。 

 死亡災害は発生してはならないものであります。 

 今後も労働災害の防止に努めていただきますようお願い申し上げます。 

３，令和3年における労働災害の発生状況について(令和4年2月末現在) 

 令和3年2月末現在 88件(前年同期と比較して＋6件、＋7．3％) 
  うち、死  亡   0件(同－1件) 
   うち、転倒災害 22件(前年同期と比較して－2件、－8．3％) 

 当署管内において、令和3年に発生した休業4日以上の死傷災害は、令和4年2月現

在、全産業で88件となり、前年同期と比較して＋6件、＋7．3％となっていることから、

令和3年確定値では平成29年以来の90件台となる可能性が高い状況となっています。 

 業種別では、「製造業」34件(前年同期＋15件、＋78．9％)、「建設業」17件(同－1

件、－5．6％)、「商業」8件(同－1件、－11．1％)となっていますが、特に「水産食料

品製造業」14件（前年同期比＋8件、＋133．3％）、「木造家屋建築工事業」5件（同＋

4件、＋400．0％）、「木材・木製品・家具・装備品製造業」5件（同＋3件、＋150．

0％）で、また、前年は発生しなかった「繊維・衣類その他繊維製品製造業」で3件、「飲

食店」で4件発生しています。 

 事故の型別では、「転倒」22件(構成比25．0％)、「激突」12件（13．6％）、墜落・

転落10件(同11．4％)、「はさまれ・巻き込まれ」9件(同10．2％)となっています。 
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４，令和4年2月末における労働災害の発生状況について 

 令和4年2月末現在 22件(前年同期と比較して＋7件、＋46．7％) 
  うち、死  亡   0件(同±0件) （3月に2件発生！） 
   うち、転倒災害 12件(前年同期と比較して＋5件、＋71．4％) 

 当署管内において、令和 4 年 2 月末までに発生した休業 4 日以上の死傷災害は、全産

業で22件となり、前年同期と比較して＋7件、＋46．7％となっています。 

 死亡災害は2月末時点では発生していませんでしたが、上記2においてお知らせしたと

おり、3月に入り2件発生しています。 

 業種別では、「製造業」8件(前年同期±0件、±0．0％)、「建設業」3件(同＋2件、＋

200．0％)、「畜産・水産業」3件(同＋3件)、「その他の業種」3件(同＋1件、＋200．

0％)となっていますが、特に、製造業のうち「一般機械器具製造業」で5件(同＋4件、＋

400．0％)と増加が目立つほか、前年同期には発生していなかった「鉄筋・鉄骨コンクリ

ート造家屋建築工事業」・「水産業」・「ビルメンテナンス業」で各2件発生しています。 

 事故の型別では、「転倒」12件(構成比54．5％)、「はさまれ・巻き込まれ」4件(同18．

2％)、墜落・転落3件(同13．6％)の順となっています。 

 特に、転倒災害は全体の 54．5％を占める状況となっており、その内容を見てみると、

冬季特有の転倒災害は9件、冬季特有以外の転倒災害3件となっていますが、4月を迎え

ることにより冬季特有の転倒災害は減少すると思われるものの、冬季特有型を除いた3件

でも、事故の型別では「はさまれ・巻き込まれ」の4件に続くワースト２となっています。 

 転倒災害の防止には、作業場所や通路などの 4S（整理・整頓・清潔・清掃）、作業方法

の改善、適切な靴の着用や危険個所マップの作製・周知、注意喚起表示などがありますの

で、以下を参考にして、着実な対策を実施しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当署では、令和４年における労働災害の発生件数を過去最少である平成31年(令和元年)の61

件以下となるよう、労働災害防止についての周知・啓発、監督指導等に努めて参ります。 

 各事業場の皆様におかれましても、労働災害防止対策の着実な実施について、より一層努めて

いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

岩手県最低賃金改正！時間額『821円』(令和 3年 10月 2日から) 

「使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。」 


